
粒が細かいため、対

流の様子は分かりや

すい。しかし、温度

変化は分からない。 

粒が重たく、上に上が

ってもすぐに沈んで

しまうため、対流は分

かりにくい。また、温

度変化も分からない。 

対流と温度変化が分かる不思議な粒 
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１ 研究の目的 

４年生「ものの温まり方（水）」で対流を確認するためには、一般的に味噌などを使用する。ま

た、温度変化を確認するためには、サーモインクを使用することが多い。味噌を使用した際は、

対流は視覚的にとらえやすいが、温度の変化までは分からない。また、示温インクを使用する場

合は、青色から桃色に変化することで温度の変化は分かるが、上から色が変化し、対流をとらえ

させることができない。 

最近は、示温インクを人工イクラに閉じ込めた教具「サーモイクラ」がインターネットで紹介

されているが、粒の大きさが直径５ｍｍ程で大きいため、温まって上がってもすぐに沈んでしま

い、対流がとらえにくい。 

そこで、示温インクを閉じ込めた粒をできるだけ小さくし、対流と温度変化の両方が 1回の実

験で分かる教具を開発することにした。 

 

２ 材料と作製の手順 

 

３ 他教具との比較 

(1) 味噌の場合                (2) コーヒーの場合 

 

 

 

 

 

          (1) アルギン酸ナトリウム１ｇを水 99ｍL 

  に溶かす。 

(2) (1)にサーモインク 

 10ｍLを加えて混ぜる。 

(3) ２％塩化カルシウム水溶液に(2)を滴下する。 (4) 茶こしで(3)をこし、粒を小 

   さくする。 

材料 
アルギン酸ナトリウム 

サーモインク 

塩化カルシウム 
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上から順に温まっていく

様子は分かる。しかし、対

流している様子をとらえ

ることができない。 

温まって上がっていく様子

をとらえることができる。し

かし、すぐに沈んでしまうた

め、対流が分かりにくい。 

熱せられた部分から盛んに粒が上に上がっていくことをとらえられる。また、粒の色が

ピンク色に変化することで温度が高くなったことも分かる。さらに、上がっていく粒はピ

ンク色で下がってくる粒や底の方の粒は青色のままなので、教科書に記述してある「温度

の高くなった水が上の方へ動き、上の方にあった温度の低い水が下がってくる」をとらえ

ることができる。 

(3) サーモインクの場合 

 

 

 

 

 

(4) サーモイクラの場合 

  

 

 

 

 

(5) 不思議な粒の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

４ 教具工夫の成果 

サーモインクでの実験では上から色がピンク色に変化するため、児童は「水は上から温まる」

と認識してしまい、対流によって水全体が温まっていることをとらえることができないが、茶こ

しで粒を小さくした「不思議な粒」で実験した場合、対流（熱源に接している部分の水が温まり、

上に上がり横へ行き、下へ降りてくる）も分かり、粒の色も青色からピンク色に変化することで

温度の変化もとらえることができた。ねらいのとおり、この実験だけで、対流と温度変化の両方

を同時に児童にとらえさせることができた。 

この教具を授業で使用し、児童は「水は火が当たっているところで温められて、上に上がりぐ

るぐる回りながら全体が温まる」といった考察をすることができた。 

熱せられたとこ

ろからピンク色

になる。粒の動

きで対流が確認

できる。 

ピンク色の粒が

増える。下の方は

まだ青いため、温

度が低いと視覚

的に分かる。 

上がっていく粒

はピンク色で、下

がってくる粒は

青色だと確認で

きる。 

粒がぐるぐる回

りながら全体が

ピンク色になっ

た。 


